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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第111期
第３四半期
累計期間

第111期
第３四半期
会計期間

第110期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 3,844 1,227 4,843

経常損益(△は損失) (百万円) △298 △144 △296

四半期(当期)純損益 
(△は損失)

(百万円) △399 △219 10

持分法を適用した場合
の投資損益(△は損失)

(百万円) 9 3 △3

資本金 (百万円) ― 3,443 3,443

発行済株式総数 (千株) ― 30,276 30,276

純資産額 (百万円) ― 4,324 4,823

総資産額 (百万円) ― 8,663 8,735

１株当たり純資産額 (円) ― 143.49 159.99

１株当たり四半期(当
期)純損益(△は損失)

(円) △13.24 △7.29 0.37

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) 0.00 0.00 0.00

自己資本比率 (％) ― 49.9 55.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △163 ― △538

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 64 ― 59

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 124 ― 134

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 380 360

従業員数 (人) ― 177 178

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結会計期間等に係る主要な経営指標等の 

　　推移については記載しておりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

      ３　第111期第３四半期累計期間及び第111期第３四半期会計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)

純利益」については、１株当たり四半期純損失が計上されており、また、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。 

第110期の「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重

要な変更はありません。

　また、関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(人) 177

(注) 　従業員数は就業人員であり、嘱託(10人)を含んでおります。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績を主要製品別に示すと次のとおりであります。
　

主要製品別 金額(百万円)

酸化チタン 754

酸化鉄 342

その他 50

合計 1,147

(注) １　金額は期中平均販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。 
２　当社は生産に関し外注は行っておりません。 

　

(2) 受注状況

当社は受注生産は行っておりません。
　
(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を主要製品別に示すと次のとおりであります。
　

主要製品別 金額(百万円)

酸化チタン 764

酸化鉄 407

その他 55

合計 1,227

　
(注) １　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合

　

相手先
当第３四半期会計期間

金額(百万円) 割合(％)

稲畑産業株式会社 508 41.5

森下産業株式会社 195 16.0

小西安株式会社 175 14.3

２　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1)経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国の経済は、米国の金融市場の混乱に端を発した世界的な景気減速

の影響を受け、企業収益の大幅な減少や雇用情勢の急激な悪化など景気後退感が強まる状況で推移いたし

ました。 

　このような情勢のもとで、当社は業績の早期回復と収益構造の変革を実現するため、成長事業への経営資

源の集中や新規事業の育成などに積極的に取り組んでまいりました。 

　その結果、当第３四半期会計期間の売上高は、高付加価値品及び新製品の出荷数量の増加並びに販売価格

是正の効果により、1,227百万円となりました。一方、損益面につきましては、市場環境の急激な悪化による

販売数量の減少並びに大幅な減産による製造原価の上昇などの影響を受け、経常損失は144百万円となりま

した。また、特別損失として訴訟和解金71百万円を計上いたしましたので、四半期純損失は219百万円となり

ました。

 

　主要製品別の概況は、次のとおりであります。

　

（酸化チタン） 

　酸化チタンにつきましては、高付加価値品の超微粒子酸化チタンの販売が順調に推移いたしましたが、景

気後退の影響を受け、コンデンサー向け製品の販売が低迷いたしました。また、高付加価値品の出荷数量の

増加や販売価格是正の成果により平均販売単価は上昇いたしました。 

　この結果、酸化チタンの売上高は764百万円となりました。 

 

（酸　化　鉄） 

　酸化鉄につきましては、鋭意拡販に努めましたが、景気後退の影響を受け、塗料及びトナー向け製品の販売

が低迷いたしました。ただし、販売価格是正の成果などにより平均販売単価は上昇いたしました。 

　この結果、酸化鉄の売上高は407百万円となりました。 
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(2)財政状態の分析

資産につきましては、原材料の増加などがあったものの、株式一部売却、株価下落による投資有価証券の

減少、関係会社長期貸付金の一部返済などから、当第３四半期会計期間末8,663百万円となりました。 

負債につきましては、長期借入金の返済などがあったものの、買掛金の増加、短期借入金の増加及び設備

工事に関わる未払金の増加などから、当第３四半期会計期間末4,338百万円となりました。 

　純資産につきましては、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少、株価時価下落を受けてその他有価

証券評価差額金が減少したことなどから、当第３四半期会計期間末4,324百万円となりました。 

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間におきましては、仕入債務の増加、貸付金の回収、短期借入れなどの資金増があり

ましたものの、税引前四半期純損失の計上、棚卸資産の増加、有形固定資産の取得による支出などの資金減

によりまして、資金の残高は380百万円となりました。

　

(4)対処すべき課題

当第３四半期会計期間において当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

(5)研究開発活動

当第３四半期会計期間の研究開発費の総額は54百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

第２四半期会計期間末において、重要な設備の新設、除却等の計画はなく、当第３四半期会計期間にお

いても、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。 
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 84,000,000

計 84,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,276,26630,276,266
東京証券取引所 
(市場第一部)

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 30,276,26630,276,266― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年12月31日 ─ 30,276─ 3,443 ─ 1,238

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 133,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 29,845,000 29,845 ―

単元未満株式 普通株式 298,266 ― ―

発行済株式総数 30,276,266 ― ―

総株主の議決権 ― 29,845 ―

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が12,000株(議決権12個)含 

　　まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式189株が含まれております。　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 
チタン工業株式会社

山口県宇部市大字 
小串1978番地の25

133,000 ─ 133,000 0.44

計 ― 133,000 ─ 133,000 0.44

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権１個)あります。なお、

当該株式数は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含まれております。　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

最高(円) 168 174 250 263 239 194 150 127 156

最低(円) 140 143 157 184 172 140 89 95 94

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。

　

　

EDINET提出書類

チタン工業株式会社(E00796)

四半期報告書

 9/21



第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間(平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで)及び当第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係

る四半期財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高等からみて、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理

的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。 

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。 

　資産基準　　　　　0.2％ 

　売上高基準　　　　2.4％ 

　利益基準　　　　  0.3％ 

　利益剰余金基準　  0.3％ 

※会社間項目の消去前の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 381 361

受取手形及び売掛金 ※3
 924

※3
 928

製品 1,627 1,667

原材料 603 415

仕掛品 341 284

貯蔵品 39 42

その他 44 46

貸倒引当金 △0 －

流動資産合計 3,961 3,747

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 1,256

※1
 1,320

機械及び装置（純額） ※1
 2,170

※1
 2,108

その他（純額） ※1
 460

※1
 438

有形固定資産合計 3,887 3,867

無形固定資産 2 2

投資その他の資産

投資有価証券 412 642

その他 410 486

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 812 1,118

固定資産合計 4,702 4,988

資産合計 8,663 8,735

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 690

※3
 542

短期借入金 1,000 750

1年内返済予定の長期借入金 247 247

未払法人税等 8 13

賞与引当金 13 44

その他 ※3
 612

※3
 324

流動負債合計 2,572 1,921

固定負債

長期借入金 685 808

退職給付引当金 1,024 1,061

環境対策引当金 4 4

その他 52 115

固定負債合計 1,766 1,989

負債合計 4,338 3,911
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（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,443 3,443

資本剰余金 1,238 1,238

利益剰余金 △377 21

自己株式 △23 △21

株主資本合計 4,280 4,681

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 44 142

評価・換算差額等合計 44 142

純資産合計 4,324 4,823

負債純資産合計 8,663 8,735
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 3,844

売上原価 3,460

売上総利益 383

販売費及び一般管理費

給料及び賞与 99

賞与引当金繰入額 1

退職給付引当金繰入額 7

研究開発費 158

その他 396

販売費及び一般管理費合計 664

営業損失（△） △280

営業外収益

受取利息 7

受取配当金 9

不動産賃貸料 10

物品売却益 17

その他 5

営業外収益合計 51

営業外費用

支払利息 39

手形売却損 15

その他 14

営業外費用合計 69

経常損失（△） △298

特別利益

投資有価証券売却益 41

特別利益合計 41

特別損失

固定資産除却損 8

たな卸資産評価損 58

訴訟和解金 71

特別損失合計 137

税引前四半期純損失（△） △395

法人税、住民税及び事業税 3

四半期純損失（△） △399
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【第３四半期会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 1,227

売上原価 1,142

売上総利益 85

販売費及び一般管理費

給料及び賞与 31

賞与引当金繰入額 1

退職給付引当金繰入額 2

研究開発費 54

その他 113

販売費及び一般管理費合計 203

営業損失（△） △118

営業外収益

受取利息 2

受取配当金 4

為替差益 △8

不動産賃貸料 3

その他 1

営業外収益合計 3

営業外費用

支払利息 12

為替差損 11

その他 5

営業外費用合計 30

経常損失（△） △144

特別損失

固定資産除却損 2

訴訟和解金 71

特別損失合計 73

税引前四半期純損失（△） △218

法人税、住民税及び事業税 1

四半期純損失（△） △219
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △395

減価償却費 245

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △31

退職給付引当金の増減額（△は減少） △36

受取利息及び受取配当金 △17

支払利息 39

その他の営業外損益（△は益） △7

投資有価証券売却損益（△は益） △41

有形固定資産除却損 8

その他の特別損益（△は益） 71

売上債権の増減額（△は増加） 4

たな卸資産の増減額（△は増加） △200

仕入債務の増減額（△は減少） 279

未払消費税等の増減額（△は減少） △9

小計 △90

利息及び配当金の受取額 20

利息の支払額 △32

法人税等の支払額 △5

その他の収入 44

その他の支出 △100

営業活動によるキャッシュ・フロー △163

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1

定期預金の払戻による収入 1

有形固定資産の取得による支出 △115

投資有価証券の取得による支出 △2

投資有価証券の売却による収入 111

貸付けによる支出 △3

貸付金の回収による収入 76

その他の支出 △1

その他の収入 0

投資活動によるキャッシュ・フロー 64

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 350

短期借入金の返済による支出 △100

長期借入金の返済による支出 △123

自己株式の取得による支出 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 124

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 20

現金及び現金同等物の期首残高 360

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 380
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年12月31日)

 会計方針の変更

　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

第１四半期会計期間から「棚卸資産の評価に関する

会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日

企業会計基準第９号)を適用し、評価基準について

は、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下

げの方法)に変更しております。

これにより、当第３四半期累計期間の営業損失、経常

損失がそれぞれ９百万円増加し、税引前四半期純損

失は67百万円増加しております。
 

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１．棚卸資産の評価方法

当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、

実地棚卸を省略し、第２四半期会計期間末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低

下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。

 

２．固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを

考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分す

る方法によっております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産

　　　　減価償却累計額　　　　　　　25,454百万円

 

　２　受取手形割引高　　　　　　　　   991百万円　

 
※３　四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日に決済する方法をとっており

ます。

なお、当第３四半期会計期間の末日は金融機関

の休日であるため、次の四半期会計期間末日満

期手形が期末残高に含まれております。

受取手形　　　　　　　　　　　6百万円

支払手形　　　　　　　　　　　0　〃

設備工事支払手形　　　　　　　0　〃
 

※１　有形固定資産

　　　　減価償却累計額　　　　　　　 25,228百万円

 

　２　受取手形割引高　　　　　　　　　　847百万円　　　　

 
────

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年12月31日現在)

現金及び預金 381百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　1　〃

現金及び現金同等物 380  〃

　

(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20

年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 30,276,266

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 136,392
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認め

られないため、記載しておりません。 

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

(デリバティブ取引関係)

当四半期会計期間はデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

第３四半期累計期間

　

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

関連会社に対する投資の金額 239百万円

持分法を適用した場合の投資の金額 150　〃

持分法を適用した場合の投資利益の金額 9　〃

　

第３四半期会計期間

　

当第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

関連会社に対する投資の金額 239百万円

持分法を適用した場合の投資の金額 150　〃

持分法を適用した場合の投資利益の金額 3　〃
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

143.49円 159.99円

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期累計期間

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失 13.24円

１　「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」につ

　　いては、１株当たり四半期純損失が計上されてお

　　り、また、潜在株式が存在しないため記載してお

　　りません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　　　四半期純損失 399百万円

　　　普通株主に帰属しない金額 ─　〃

　　　普通株式に係る四半期純損失 399　〃

　　　普通株式の期中平均株式数 30,146,025株
　

第３四半期会計期間

　
当第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失 7.29円

１　「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」につ

　　いては、１株当たり四半期純損失が計上されてお

　　り、また、潜在株式が存在しないため記載してお

　　りません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　　　四半期純損失 219百万円

　　　普通株主に帰属しない金額 ─　〃

　　　普通株式に係る四半期純損失 219　〃

　　　普通株式の期中平均株式数 30,142,003株
　

　

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

チタン工業株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　遠　　藤　　　了　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　大　矢　　昇　太　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているチタ

ン工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第111期事業年度の第３四半期会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、チタン工業株式会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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